
開会挨拶　牛木 辰男（新潟大学長）
趣旨説明　卜部 厚志（新潟大学）
◆ 河島 克久（新潟大学災害・復興科学研究所）
　　 大雪時の車両滞留リスクに対するレジリエンス向上に向けて
◆ 山口 隆司（長岡技術科学大学）
　　 洪水からの早期復旧を促すブレーカー実験キットの開発
◆ 高橋 　昌（新潟大学医学部災害医療教育センター）
　　 災害医療とは
◆ 和泉 邦彦（新潟大学医学部災害医療教育センター）
　　 災害医療ロジスティクスの重要性
◆ 上村 靖司（長岡技術科学大学）
　　 地域除雪を通した住民の主体性醸成
◆ 卜部 厚志（新潟大学災害・復興科学研究所）
　　 地域力向上にむけた防災のあり方
◆ 諸橋 和行（中越防災安全推進機構）
　　 中越大震災の復興からシン・ニイガタモデルへ
総合討論
閉会挨拶

一般社団法人国立大学協会　令和４年度レジリエント社会・地域共創シンポジウム

申込締切：2022年11月18日（金） 16時まで

新潟から発信する
地域力向上のための
レジリエンスイノベーション

新潟から発信する
地域力向上のための
レジリエンスイノベーション
　新潟地域では、これまで地震、洪水、地すべり、豪雪などの多様な自然災害が発生してきました。また、今後、
気候変動による災害の極端化、連動災害による激甚化や積雪期の地震・火山災害などの複合化が予測されています。
さらに、地域は、人口減少・高齢化などの社会構造の急速な変化により、社会の脆弱性が高まっています。
　本シンポジウムでは、新潟大学、長岡技術科学大学や中越防災安全推進機構が行ってきた実践的な取り組みや地
域共創の事例を紹介し、レジリエンスイノベーションへの展開を地域社会と共有したいと考えています。

アートホテル新潟駅前
越後の間

(新潟県新潟市中央区笹口1-1)

2022年

11月24日(木)
13：30～16：30
 （開場13：00～）

参加申込

新潟大学災害･復興科学研究所事務室 電話：025-262-7051（代）
E-mail nhdr_office@gs.niigata-u.ac.jp問い合わせ先

入場の際、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、以下のことについてご協力をお願いいたします｡
●入口に消毒用アルコールを用意してありますので、確実に手指の消毒をお願いいたします。●場内ではマスクの着用をお願いいたします。●場内で
は間隔を空け距離を取りますが、咳エチケットなどの一般的な感染症対策をお願いいたします。●入場時に検温をいたしますが、発熱がある方につき
ましては入場をお断りいたします。●咳･発熱などの症状がある方、体調に不安のある方、新型コロナウイルス感染者や感染の疑いが高い方々に濃厚
接触のあった方はご入場をご遠慮くださいますようお願いいたします。

会場参加
される
皆様へ

会場参加：40名
オンライン(Zoom)参加：300名

参加費無料
どなたでもご参加いただけます。
定員になり次第締め切らせていただきます。
※参加費は無料ですが、オンライン参加
　者は、インターネットに接続する費用
　を負担してください。

会場

日時

定員

メールにて、新潟大学災害・復興科学研究所 nhdr_office@gs.niigata-u.ac.jp まで、申し込んでください。
メールの件名：11月24日社会・地域共創シンポジウム参加希望

メールの本文にて、会場参加又はオンライン参加、お名前、ご連絡先、ご所属、職名(学生の方は学年)をお願いいたし
ます(個人情報は本件以外に使用しません)。申し込みのあったオンライン参加者へは、オンライン接続(Zoom)に関す
る情報を返信いたします。

Ｚoomを併用したハイブリット開催

主催：新潟大学　　　共催：一般社団法人国立大学協会・長岡技術科学大学地域防災実践研究センター
　　　　　　　　　　後援：新潟県・新潟市・長岡市・中越防災安全推進機構



 


